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1 は じめに

メ ソ 対 流解像 ・非 静力学 モ デ ル を用 い た 台風 の 発 生過程

　　　　　　　の 数 値 実験 （20km 格子 の ケ
ー

ス ）

　　　　　 山 岬 正 紀 （海洋研 究開発 機 構 地 球環境 フ ロ ン テ ィ ア 研 究セ ン タ ー）

　 台風の 発生の 問題を数値モ デル で扱 うときには 、

湿潤対流の 基本モ
ー ドで ある積雲対流を解像する

こ とが望ま しい 。しか し、こ の 場合には、水平格子

間隔 として 100m〜1km の よ うな細格 子を用い る必

要がある 。
コ ン ピ ュ

ー
タ の 制約 もあ っ て 、 筆者は

1980 年代以来、　 芸 ・流はサブグ リ ッ ドス ケ
ー

ル

と してその 効果は含め 、積雲対流が組織化 した メ ソ

対流を解像するモ デル を開発 し用い てきた。 積雲対
流を解像 しない モ デル で はメソ 対流を解像す る こ

とが重要で ある こ とは 1970 年代以後の 非静力学
モ デル を用い た研究に基づい て い る。

　1980 年代半ばに開発 したメソ対流解像モ デル は

静力学モ デル で、こ の モ デル を用い た台風の 発生に

関する数値実験 として は Y洫 asaki （1988，1989
，

2006a，　b）が ある 。 今年の 春季大会で は、非静力学
モ デル 版 を開発 し 、 目の 壁雲や ス パ イ ラル レイ ン バ

ン ドを伴 う発達期 以後 の 台風 につ い て の 数値実験
の 結果 を報告 したが 、 今回は こ の モ デル を用 い て台

風の発生過程に つ い て の数値実験を行っ たの で 、 そ

の 結果 を報告 したい 。 なお、静力学モ デル を用 い た

研究は今後 も非静力学 モ デル と同様に 重要 で あ る

と考え て い る。 静力学モ デル によ る研究か ら得て い

た台風 の 発生に 関する これ まで の 理解は非静力学
モ デル を用 い た場合で も同様で ある 。

2 発生過程の 理解の た めの 数値実験 の設定

　用 い る対流の パ ラメ タ リゼーシ ョ ン が不適切で

も、熱がある領域に集中して昇温すれ ば、台風 の よ

うな構造 をもっ た渦が発生、発達する 。 適切なモ デ

ル 開発の ため には、その メカ ニ ズ ム に関する理解が

重要で ある。台風の 発生の 理解は台風の 発達や 構造
の 理解ほどには進んで い ない が、定性的にはある程

度わか っ て い る 。 発生を論ずる とき最も重要と考え

て きた こ と （比較的よ くわか っ て い ない こ と）は 、

台風 を発生させる対流群の 分布、振舞い である。 観

測か らの 理解が進展す るこ とがモ デル 改善の ため

に も重要で あるが 、

一方 、 筆者は こ の 20 年 、
モ デ

ル の中での発生過程の多くの 例をみて きた。

　今回は、非静力学モ デル 版を用い た最初の ス テ ッ

プとしての 理想化実験 として 、 擾乱 （亜熱帯高気圧

など）がない 場合につ い て の 数値実験を行 っ た 。

case 　1 では環境風がない 場 合を考え、　 case 　2 で は

熱帯域で シ ア ーの ない
一
様な東風 （5mfs ）を与え

る 。 対流を起こすための 初期擾乱 として は 、 半径
100  の 温度擾乱を東西方向に 800   間隔で 5

個与えた 。 初期条件の 定量的な違い は異なる発生過

程をもた らすが、問題は 、モ デル で起こ る こ とが現

実大気で も起こ っ て い るか どうか 、それがメカチズ

ム の 考察に基づ い て適切か どうか である 。 現実大気

で もモ デル で も発生過程は多様で あ り、（典型的な）

多くの事例をみて い く必要がある。

　用い たモ デル は、サブグリッ ドス ケ
ー

ル としての

積 雲 対 流 の 効 果 （Yamasaki， 1986，2002）を

Yamasaki （2004，　JMSJ ）の 非静力学モ デル に組み

込 んだ もの である。東西方向には 6
，
000km の 領域

を考え周期境界条件を課洗 南北には 5
，
000   1 の

領域の うち 3，000  の 灘 w ’
、　Yamasaki（2006a，

b）と同様に、水平格子間隔 20   を用い る 。

2 数値実験の 結果

　浮力の 円形擾乱を東西方向に複数個与えると、 そ

れぞれが リン グ状の 対流を形成 し、 外向きに伝播す

る。 やが て 、それ らが合体して 、 帯状の 2 っ の 対流

列 となる。これ らの 対流列は東〜東北東の 走向をも

つ 。また、対流の 効果に よっ て、西南西一東北東方

向に長軸をもっ た大きな渦と低圧部が形成 、 強化さ

れ る 。 図は case 　1 の 72 時間後にお ける地表付近で

の 雨水量と風 の 場を示 した もの で あ る。 風速は南の

バ ン ドの 南側 と北の バ ン ドの 北側で 大きく、南側の

南西風の 所で最大風速 10mls で ある。低気圧性循

環 の 中心が 2 つ の バ ン ドの 間で見 られ、渦 と低気圧

の 東西 ス ケー
ル は 2

，
00X）　km 位で ある。 渦中心の す

ぐ東 〜 南側に は別の 対流群がみ られ、これが台風の

発 生に重要な役 割を果た凱 こ の 時間の後、これ ら

は北北東r 璃南西方向の バ ン ドとして組織化 され、

その後、こ のす ぐ西側で東西方向の バ ン ドが形成さ

れ る。東側の 部分は北上 しなが ら全体 として は北東
一南西方向の バ ン ドとな り、北東部分の先端が巻き

込んで 、 120時間に台風強度 とな っ た、こ の ような

北東部分の 巻き込 み は 台風 の 発生 に至 る過程で し

ばし1爛 則され る特徴で ある。

　 case 　2 では、北側の バ ン ドの 所で、環境風の 東風

と重な っ て 、よ り強い風 となるが 、 北側の バ ン ドは

台風の 発生には結び っ かなか っ た 。 時間をか けて 、

風 の 場が ゆっ くり変化 し 、 台風の 発生に直接寄与す
る対流群の 特徴は case 　1 と同様であっ 島 それは、

渦中心の 南東側 （東 〜 南偵D に位置する対流群が渦

を強めて 台風の 発生に寄与す る とい う特徴で ある。
こ れには コ リオ リ因子の 緯度変化の 効果が本 質的

で あ り、この 20 年、発 生に関する数値実験で 最も

多くみて きた特徴で ある。
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